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11
月
９
日（
日
）ザ
・
サ
ウ

ザ
ン
ド
京
都
に
て
、京
都
水

産
物
商
業
協
同
組
合
設
立
50

周
年
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
た
。

祝
賀
会
に
は
、鈴
木
一
弥

京
都
府
副
知
事
、松
井
孝
治

京
都
市
長
、勝
目
や
す
し
衆

議
院
議
員
、下
村
あ
き
ら
京

都
市
会
議
長
、内
田
隆
京
都

市
中
央
卸
売
市
場
協
会
会

長
、岩
沼
德
衛
全
国
水
産
物

商
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長

な
ど
の
来
賓
と
組
合
員
ら
の

80
名
が
出
席
し
、設
立
50
周

年
が
盛
大
に
祝
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
、岡
本
勲
京
都

水
産
物
商
業
協
同
組
合
理
事

長
が
開
会
挨
拶
と
し
て「
50

周
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え

ら
れ
た
。皆
様
か
ら
の
多
大

な
ご
支
援
と
、組
合
員
一
人

ひ
と
り
が
力
を
寄
せ
合
っ
て

き
た
結
果
で
あ
る
。社
会
の

荒
波
を
こ
こ
ま
で
泳
い
で
来

ら
れ
た
の
は
、小
売
業
者
も

中
央
市
場
の
一
端
を
担
っ
て

い
る
と
い
う
自
負
と
、安
全
・

安
心
の
水
産
物
を
地
域
に
お

届
け
す
る
と
い
う
使
命
を
常

に
胸
に
刻
ん
で
き
た
か
ら
に

他
な
ら
な
い
。本
日
は
組
合

の
再
ス
タ
ー
ト
の
日
で
も
あ

る
。次
の
10
年
20
年
を
目
指

し
て
精
進
し
て
い
く
。今
後

も
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り

た
い
」と
述
べ
た
。続
い
て
、

物
故
者
へ
の
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
、来
賓
か
ら
の
挨
拶
の
あ

と
、祝
電
披
露
、先
斗
町
の
芸

舞
妓
の
祝
舞
の
披
露
が
行
わ

れ
た
。

勝
村
一

夫
京
都
水

産
協
会
会

長
の
乾
杯

で
宴
会
が

始
ま
る

と
、
長
年

の
思
い
出

や
今
後
の

展
望
等
、

会
場
の
あ

ち
こ
ち
で

歓
談
の
花

が
咲
い
た
。

大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
祝
宴
は
、河
合

孝
治
同
組
合
副
理
事
長
の
閉

会
の
挨
拶
で
終
了
し
た
。

11
月
１
日（
土
）と
２
日

（
日
）に
、京
都
市
中
央
市
場

で「
秋
の
市
場
サ
ン
ク
ス

フ
ェ
ス
タ
」が
開
催
さ
れ
た
。

５
月
に
続
い
て
２
回
目
の

開
催
と
な
り
、２
日
間
で
延

べ
４
７
０
０
人
が
来
場
し

た
。１

日
は
、綜
合
・
関
連
店
舗

で
の
商
品
販
売
を
は
じ
め
、

京
都
府
の「
食
の
京
都
Ｔ
Ａ

Ｂ
Ｌ
Ｅ
」秋
の
特
選
フ
ェ
ア

で
は
、府
内
各
地
で
作
ら
れ

た
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
や
み
た
ら

し
団
子
な
ど
が
売
ら
れ
た
。

京
・
朱
雀
す
し
市
場
で
も
、デ

ザ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ

た
。２

日
は
さ
ら
に
、多
く
の

企
画
が
行
わ
れ
た
。六
団
体

青
年
会
に
よ
る
市
場
流
通
食

材
の
販
売
で
は
、新
鮮
な
青

果
物
や
水
産
加
工
品
の
販
売

に
長
い
行
列
が
で
き
た
ほ

か
、あ
じ
わ
い
館
の「
食
の
体

験
デ
ー
」の
海
鮮
丼
づ
く
り

で
は
す
べ
て
の
回
が
満
席
と

な
っ
た
。京
都
市
中
央
市
場

周
辺
の
お
店

が
主
催
す
る

食
イ
ベ
ン
ト

yoroko[bi]

で
は
、
18
店

舗
が
コ
ー

ヒ
ー
や
練
り

も
の
、
餃
子

な
ど
を
販
売

し
た
。
市
場

の
各
ス
ポ
ッ

ト
を
回
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
実
施
さ
れ
、

来
場
者
は
ス
タ
ン
プ
用
紙
を

持
っ
て
見
学
エ
リ
ア
や
あ
じ

わ
い
館
を
巡
り
歩
い
た
。見

学
エ
リ
ア
を
語
り
部
と
回
る

「
見
学
エ
リ
ア
ツ
ア
ー
」は
２

日
間
で
４
回
実
施
さ
れ
、合

計
１
２
０
名
も
の
参
加
者
が

京
都
市
中
央
市
場
の
機
能
や

仕
事
を
学
ん
だ
。

両
日
と
も
天
気
に
恵
ま

れ
、家
族
連
れ
な
ど
が
多
数

市
場
を
訪
れ
た
。来
場
者
は
、

新
千
本
通
や
見
学
エ
リ
ア
を

歩
い
て
は
お
弁
当
や
食
材
な

ど
を
購
入
し
、ク
イ
ズ
大
会

な
ど
を
通
し
て
休
日
を
楽
し

ん
だ
。

12
月
６
日（
土
）、産
地
体

験
海
援
隊
が
開
催
さ
れ
、食

の
海
援
隊
・
陸
援
隊
会
員
38

名
が
参
加
し
た
。午
前
７
時

30
分
に
京
都
市
場
を
出
発
し

た
一
行
は
、約
２
時
間
半
後

に
兵
庫
県
姫
路
市
の
姫
路
ま

え
ど
れ
市
場
に
到
着
し
た
。

上
田
章
太
坊
勢
漁
業
協
同

組
合
総
務
部
課
長
が
歓
迎
の

挨
拶
を
述
べ
て
か
ら
、参
加

者
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
用
し
て
、漁
業
見
学
船「
第

八
ふ
じ
な
み
」に
乗
船
し
た
。

瀬
戸
内
海
を
航
行
す
る
こ
と

約
40
分
、定
置
網
漁
業
の
ス

ポ
ッ
ト
に
到
着
し
た
。参
加

者
は
、海
上
の
小
型
漁
船
で
、

漁
師
２
人
が
定
置
網
を
船
上

に
引
っ
張
り
あ
げ
る
様
子
を

見
学
し
、歓
声
を
あ
げ
な
が

ら
動
画
や
写
真
を
撮
影
し
た
。

漁
獲
さ
れ
た
魚
は
見
学
船
に

水
揚
げ
さ
れ
、ア
ジ
や
イ
カ
、

タ
イ
な
ど
の
選
別
体
験
が
行

わ
れ
た
。

そ
の
後
、上
田
課
長
が
ブ

リ
と
タ
イ
を
船
上
で
活
け
〆

し
て
三
枚
に
下
ろ
し
、参
加
人

数
分
の
刺
し
身
に
し
て
振
る

舞
っ
た
。「
活
け
〆
後
、す
ぐ
に

食
べ
て
い
る
か
ら
、食
感
が
コ

リ
コ
リ
し
て
い
る
。関
東
で
は

喜
ば
れ
る
が
、関
西
で
は
も
う

少
し
時
間
が
経
っ
て
や
わ
ら

か
く
な
っ
た
食
感
が
好
ま
れ

る
」と
い
う
解
説
を
聞
き
な
が

ら
、参
加
者
は
新
鮮
な
海
の
幸

を
味
わ
っ
た
。

見
学
船
が
坊
勢
島
に
到
着

し
た
あ
と
は
、稚
魚
中
間
育

成
施
設
の
見
学
が
行
わ
れ
た
。

水
産
資
源
を
守
る
た
め
に
、産

ま
れ
た
ば
か
り
の
稚
魚
を
外

敵
か
ら
守
っ
て
自
立
で
き
る

大
き
さ
ま
で
育
て
る
施
設
で
、

一
行
は
水
槽
内
に
泳
ぐ
小
さ

な
稚
魚
を
観
察
し
た
。そ
の

後
、小
学
生
が
オ
コ
ゼ
の
稚
魚

と
、定
置
網
で
漁
獲
さ
れ
た
魚

の
う
ち
食
べ
な
い
魚
を
、埠
頭

か
ら
海
に
放
流
し
た
。

参
加
者
は
ふ
た
た
び
見
学

船
に
乗
っ
て
、姫
路
ま
え
ど
れ

市
場
に
戻
り
、昼
食
の
刺
身

定
食
を
食
べ
た
あ
と
、漁
獲
さ

れ
た
ア
ジ
を
土
産
に
も
ら
っ

た
。そ
の
後
、現
地
の
物
産
の

買
い
物
を
楽
し
ん
で
、京
都
市

場
に
戻
っ
た
。最
後
に
味
付

け
の
り
の
土
産
を
手
に
、一
行

は
帰
路
に
つ
い
た
。

11
月
18
日（
火
）、辻
泰
三

京
都
塩
干
魚
卸
協
同
組
合

理
事
長（
有
限
会
社
辻
為
商

店
代
表
取
締
役
社
長
）が
逝

去
さ
れ
た
。
葬
儀
・
告
別
式

は
近
親
者
の
み
で
執
り
行
わ

れ
、後
日
、お
別
れ
の
会
が
開

か
れ
る
予
定
で
あ
る
。

辻
泰
三
氏
は
、平
成
17
年

か
ら
京
都
塩
干
魚
卸
協
同

組
合
の
常
任
理
事
を
３
期

６
年
務
め
、平
成
23
年
に
理

事
長
に
就
任
し
た
あ
と
は
、

塩
干
物
及

び
京
都
市

場
の
発
展

に
尽
力
し

た
。
近
年

の
京
都
市

場
再
整
備

工
事
に
お

い
て
は
、

塩
干
冷
凍
倉
庫
の
新
設
に

取
り
組
み
、令
和
５
年
３
月

に
環
境
に
配
慮
し
た
３
階
建

て
の
冷
凍
倉
庫
が
完
成
し

た
。全

国
水
産
物
卸
組
合
連

合
会
で
は
常
任
理
事
を
、近

畿
地
区
水
産
物
卸
組
合
連

合
会
で
は
副
会
長
を
務
め
、

卸
売
市
場
及
び
水
産
物
流

通
の
拡
大
に
寄
与
し
た
。

な
が
ら
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
け
る
。半
世
紀
以
上
も
続

く
ご
寄
付
に
感
謝
申
し
上
げ

る
」と
御
礼
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、京
都
市
か
ら
両

協
会
に
京
都

市
長
の
感
謝

状
が
手
渡
さ

れ
、
平
田
担

当
課
長
は

「
中
央
市
場

で
は
、安
全
・

安
心
な
食
料

を
供
給
し
て

い
た
だ
き
、

京
の
食
文
化

を
守
っ
て
い

た
だ
い
て
い

る
。
今
年
も

福
祉
施
設
に

勝
村
会
長
は「
厳
し
い
経

済
状
況
の
中
、私
ど
も
は
中

央
市
場
で
食
の
流
通
を
確
保

す
る
仕
事
を
し
て
い
る
。福

祉
施
設
の
皆
様
は
、常
に
命

と
向
き
あ
っ
て
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
。24
時
間
気
を
抜
く

暇
が
な
い
が
、地
域
や
ご
利

用
者
様
の
ご
家
族
に
感
謝
さ

れ
る
存
在
で
あ
る
。ぜ
ひ
今

後
も
お
仕
事
を
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
」と
挨
拶
し
た
。坪
倉

施
設
長
は「
毎
日
の
食
事
は

ご
利
用
者
様
に
と
っ
て
心
温

ま
る
存
在
で
あ
り
、職
員
た

ち
は
旬
の
食
材
で
季
節
の
う

つ
ろ
い
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、心
を
配
っ
て
い
る
。

本
日
い
た
だ
い
た
鮭
と
み
か

ん
も
、師
走
の
訪
れ
を
感
じ

12
月
２
日（
火
）、花
屋
町

駐
車
場
棟
４
階
で
、京
都
水

産
協
会
と
京
都
青
果
協
会
が

鮭
と
み
か
ん
を
京
都
市
内
の

社
会
福
祉
施
設
に
贈
る
寄
付

受
納
式
が
行
わ
れ
た
。53
回

目
で
、１
１
６
施
設
に
鮭
60

箱
と
み
か
ん
１
０
０
箱
が
用

意
さ
れ
た
。

最
初
に
、寄
贈
者
の
勝
村

一
夫
京
都
水
産
協
会
会
長
と

内
田
隆
京
都
青
果
協
会
会
長

が
、受
納
者
代
表
の
坪
倉
真

樹
子
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ア
ム
ー
ル
う
ず
ま
さ
施
設
長

と
平
田
尚
希
健
康
長
寿
の
ま

ち
・
京
都
推
進
室
介
護
ケ
ア

推
進
課
施
設
支
援
・
指
定
担

当
課
長
に
、鮭
と
み
か
ん
を

贈
呈
し
た
。

ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
申

し
上
げ
る
」と
語
っ
た
。最
後

に
関
係
者
で
記
念
写
真
を
撮

影
し
、受
納
式
は
終
了
し
た
。

12
月
12
日（
金
）、市
場
内

の
市
姫
神
社
で
市
姫
神
社
奉

賛
会
が
秋
季
大
祭
を
執
り

行
っ
た
。晴
天
の
も
と
、場
内

関
係
者
約
60
名
が
参
列
し
て

市
場
の
繁
栄
を
祈
願
し
た
。

大
祭
で
は
、金
森
勝
則
同

奉
賛
会
常
任
委
員
が
典
儀
を

務
め
た
。斎
主
の
飛
騨
大
富

市
比
賣
神
社
宮
司
の
祝
詞
奏

上
の
の
ち
に
、参
列
者
全
員

が
願
い
事
を
書
い
た
護
摩
木

を
火
に
く
べ
、玉
串
奉
奠
を

行
っ
た
。

祭
典
の
あ
と
、飛
騨
宮
司

は「
と
て
も
寒
い
日
に
、つ
つ

が
な
く
大
祭

が
催
行
で
き

た
。
市
姫
神

社
に
も
ご
尽

力
い
た
だ
い

た
辻
泰
三
京

都
塩
干
魚
卸

協
同
組
合
理

事
長
の
ご
逝

去
が
大
変
寂

し
い
。
御
霊

安
ら
か
な
ら

ん
こ
と
を
お

祈
り
す
る
」

と
述
べ
た
。

勝
村
一
夫
代
表
総
代
は「
同

じ
く
、辻
理
事
長
の
御
冥
福

を
お
祈
り
す
る
。
現
在
、生

活
が
厳
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多

く
、日
本
が
経
済
大
国
で
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

す
る
。中
央
市
場
も
、昔
と
同

じ
こ
と
を
し
て
い
て
は
、こ
れ

ま
で
の
機
能
を
果
た
せ
な
く

な
る
の
で
、議
論
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
挨
拶
し

た
。参

列
者
は
直
会
で
み
か
ん

や
花
串
を
手
に
し
、招
福
の

熊
手
を
持
っ
て
神
社
を
あ
と

に
し
た
。

姫
路
市
坊
勢
島
の
漁
業
を
知
ろ
う

姫
路
市
坊
勢
島
の
漁
業
を
知
ろ
う

産
地
体
験
 
海
援
隊

産
地
体
験
 
海
援
隊

京
都
水
産
物
商
業
協
同
組
合

京
都
水
産
物
商
業
協
同
組
合

設
立
設
立
5050
周
年
記
念
祝
賀
会

周
年
記
念
祝
賀
会

京
都
市
場
の
秋
の
味
覚
を
味
わ
お
う

京
都
市
場
の
秋
の
味
覚
を
味
わ
お
う

秋
の
市
場
サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ス
タ
開
催

秋
の
市
場
サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ス
タ
開
催

旬
の
食
材
で
年
越
し
を

旬
の
食
材
で
年
越
し
を

鮭
と
み
か
ん
の
寄
付
受
納
式

鮭
と
み
か
ん
の
寄
付
受
納
式

辻

 
泰
三
京
都
塩
干
魚
卸（
協

辻

 
泰
三
京
都
塩
干
魚
卸（
協))

理
事
長
が
逝
去

理
事
長
が
逝
去

市
姫
神
社

市
姫
神
社 

秋
季
大
祭
を
催
行

秋
季
大
祭
を
催
行

岡本勲京都水産物商業協同組合理事長（前列真ん中）
を囲む来賓一同

六団体青年会による
青果物・水産加工品の販売

坊勢島の稚魚中間育成施設の見学

定置網漁業の見学

辻泰三氏

勝村一夫代表総代の挨拶 受納式出席者の記念写真

あじわい館の海鮮丼づくり
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京都市中央卸売市場第一市場　青果・水産卸売業者取扱高
  （単位：円）
 令和7年10月 

野　　菜 前年対比 果　　実 前年対比 合　　計 前年対比

京　　果 4,911,493,500 93.4% 1,332,828,137 98.2% 6,244,321,637 94.4%

生　　鮮 前年対比 冷凍・加工 前年対比 合　　計 前年対比

大　　京 937,157,089 98.5% 578,219,151 107.1% 1,515,376,240 101.6%

大　　水 675,375,062 91.9% 508,028,988 118.7% 1,183,404,050 101.8%

合計 1,612,532,151 95.6% 1,086,248,139 112.3% 2,698,780,290 101.7%

 令和7年11月 

野　　菜 前年対比 果　　実 前年対比 合　　計 前年対比

京　　果 4,403,558,202 91.9% 1,103,540,723 85.9% 5,507,098,925 90.7%

生　　鮮 前年対比 冷凍・加工 前年対比 合　　計 前年対比

大　　京 988,190,580 96.4% 647,514,988 93.0% 1,635,705,568 95.0%

大　　水 714,049,366 91.7% 549,584,932 98.0% 1,263,634,298 94.3%

合計 1,702,239,946 94.4% 1,197,099,920 95.2% 2,899,339,866 94.7%

12
月
５
日（
金
）、京
都
青

果
セ
ン
タ
ー
７
階
会
議
室
で

京
都
市
地
域
女
性
連
合
会
と

京
都
市
中
央
卸
売
市
場
協
会

と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

た
。年
末
年
始
の
生
鮮
食
料

品
の
動
向
に
つ
い
て
報
告

し
、消
費
者
と
意
見
交
換
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。は

じ
め
に
、内
田
隆
京
都

市
中
央
卸
売
市
場
協
会
会
長

が「
夏
の
酷
暑
で
、野
菜
が
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。今

年
は
北
海
道
の
玉
ね
ぎ
と

じ
ゃ
が
い
も
が
特
に
高
か
っ

た
。
相
場
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
、ぜ
ひ
本
日

は
情
報
を
得
て
ほ
し
い
」と

挨
拶
を
し
た
。次
に
、佐
伯
久

子
京
都
市
地
域
女
性
連
合
会

理
事
長
が「
毎
年
こ
の
時
期

に
な
る
と
、多
く
の
専
門
家

に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
い

る
。年
末
に
か
け
て
値
上
が

り
す
る
も
の
、安
く
な
る
も
の

を
知
っ
て
い
き
た
い
」と
述
べ

た
。藤
本
信
和
京
都
市
中
央

市
場
長
は「
京
都
市
場
は
、皆

様
に
愛
さ
れ
て
再
来
年
に
は

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。現

在
の
再
整
備
工
事
に
よ
っ
て

よ
り
良
い
市
場
と
な
る
よ
う

尽
力
し
て
い
く
」と
語
っ
た
。

議
事
で
は
、卸
売
会
社
の

担
当
者
が
遠
地

野
菜
、
近
郷
野

菜
、果
実
と
鮮

魚
、塩
干
物
の

出
荷
状
況
や
価

格
の
変
化
を
説

明
し
た
。
女
性

会
出
席
者
か
ら

は「
お
せ
ち
用

に
毎
年
、棒
鱈

を
自
宅
で
戻
し

て
い
る
が
、と

て
も
手
間
が
か

か
る
」と
い
う
話
に
役
員
が

「
ぜ
ひ
今
後
も
ご
自
宅
で
戻

し
て
ほ
し
い
」と
答
え
た
。

最
後
に
、勝
村
一
夫
副
会

長
が「
以
前
は
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売
上
で
鮮
魚

が
23
％
を
占
め
て
い
た
が
、

現
在
は
惣
菜
が
ト
ッ
プ
で
魚

は
６
〜
７
％
に
な
っ
て
い
る
。

京
都
の
食
文
化
を
守
る
た
め

に
も
、ぜ
ひ
ご
家
庭
で
、お
い

し
い
魚
を
買
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」と
締
め
く
く
っ
た
。

11
月
18
日（
火
）、料
理
旅

館
鶴
清
で
、令
和
7
年
度
京

都
中
央
俱
楽
部
の
総
会
、講

演
会
及
び
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、市
場
関
係
者
及
び
招
待

者
計
52
名
が
交
流
を
深
め

た
。総

会
で
は
、内
田
隆
京
都

中
央
俱
楽
部
理
事
長
が「
本

日
は
、中
央
倶
楽
部
の
通
常

総
会
と
し
て
、皆
さ
ん
に
お

集
ま
り
い
た
だ
い
た
。講
演

会
講
師
は
、京
都
信
用
金
庫

の
榊
 田
理
事
長
で
、金
融
機

関
の
話
で
な
く
、現
在
、取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
地

域
の
活
性
化
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
く
。私
と
榊
 田
氏
は
、

京
都
青
果
合
同
株
式
会
社
の

旧
女
子
寮
を
河
岸
ホ
テ
ル
に

貸
し
た
り
、梅
小
路
ま
ち
づ

く
り
ラ
ボ
を
設
立
し
て
き
た
。

地
域
の
発
展
の
た
め
に
今
ま

で
や
っ
て
き
た
こ
と
、こ
れ
か

ら
の
展
望
も
含
め
て
、市
場

の
皆
さ
ん
に
も
取
組
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」と
開
会
の

挨
拶
を
し
た
。

議
事
で
は
、令
和
６
年
度

収
支
決
算
報
告
及
び
令
和
７

年
度
役
員
の
変
更
を
審
議
し
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、金

森
勝
則
京
都
中
央
市
場
青
果

卸
売
協
同
組
合
理
事
長
が
副

理
事
長
に
、西
尾
晶
彦
京
都

野
菜
卸
売
協
同
組
合
理
事
長

が
理
事
に
、山
本
哲
也
京
都

中
央
信
用
金
庫
市
場
支
店
支

店
長
が
監
事
に
就
任
し
た
。

続
い
て
、講
師
の
榊
 田
隆

之
京
都
信
用
金
庫
理
事
長
か

ら「
想
い
描
く『
梅
小
路
に
お

け
る
街
づ
く
り
』の
未
来
」と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

榊
 田
理
事
長
は
、同
エ
リ
ア

の
活
性
化
の
取
り
組
み
を
時

系
列
で
紹
介
し
、「
普
段
か
ら

生
活
圏
と
し
て
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
市
場
の
皆
様
と
も
、

こ
の
梅
小
路
エ
リ
ア
が
今
後

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く

か
、一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
」と
語
っ
た
。株
式
会
社
地

域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
の

藤
崎
壮
滋
氏
か
ら
も
挨
拶
が

あ
り
、上
田
和
成
副
理
事
長

の
謝
辞
と
全
員
か
ら
の
大
き

な
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

懇
親
会
で
は
、内
田
隆
理

事
長
が「
総
会
で
の
慎
重
審

議
に
ご
協
力

い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ

る
。
先
ほ
ど

の
講
演
の
と

お
り
、
梅
小

路
エ
リ
ア
の

活
性
化
で
皆

さ
ん
も
一
緒

に
で
き
る
よ

う
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、ご

理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い

し
た
い
」と

開
会
の
挨
拶
を
し
た
。

そ
の
後
、藤
本
信
和
京
都

市
中
央
市
場
長
、下
村
あ
き

ら
京
都
市
会
議
長
、植
村
幸

弘
京
都
中
央
信
用
金
庫
理

事
長
の
祝
辞
が
あ
り
、勝
村

一
夫
副
理
事
長
の
挨
拶
で

懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。参
加

者
は
、約
２
時
間
懇
親
を
深

め
、金
森
勝
則
副
理
事
長
の

中
締
め
で
お
開
き
と
な
っ

た
。 11

月
12
日（
水
・
休
）、横

大
路
運
動
公
園
野
球
場
兼

運
動
場
で
、京
都
市
中
央
卸

売
市
場
体
育
連
盟
に
よ
る

第
70
回
場
内
親
善
野
球
大

会
が
行
わ
れ
、４
チ
ー
ム
51

名
が
出
場
し
た
。

は
じ
め
に
、前
年
度
優
勝

の
京
都
青
果
合
同
株
式
会

社
か
ら
の
優
勝
旗
返
還
と

𠮷
岡
浩
次
同
連
盟
野
球
部

長
に
よ
る
開
会
挨
拶

が
あ
り
、審
判
団
に

よ
る
競
技
上
の
注

意
の
あ
と
、𠮷
岡
野

球
部
長
が
始
球
式

を
行
っ
た
。

試
合
で
は
、息
詰

ま
る
熱
戦
や
親
善

大
会
の
名
に
相
応

し
い
和
気
藹
々
と
し

た
場
面
も
あ
り
、出

場
者
は
皆
、持
て
る

力
を
発
揮
し
た
。午

前
９
時
か
ら
始
ま
っ
た
大
会

は
、大
き
な
怪
我
も
な
く
午

前
12
時
30
分
に
終
了
し
、そ

の
後
、表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

優
勝
は
京
都
青
果
合
同

株
式
会
社
、準
優
勝
は
京
都

全
魚
類
卸
協
同
組
合
・
京
都

塩
干
魚
卸
協
同
組
合
合
同

チ
ー
ム
、３
位
は
株
式
会
社

大
水
京
都
支
社
と
京
都
中

央
市
場
青
果
卸
売
協
同
組

合
と
な
っ
た
。

12
月
11
日（
木
）、京
都
バ

ナ
ナ
加
工
株
式
会
社
に
て
、京

都
市
場
の
果
実
仲
卸
で
あ
る

㈱
朱
常
分
店
が
、京
都
市
内

の
２
１
２
の
福
祉
施
設
へ
バ

ナ
ナ
２
３
９
ケ
ー
ス
を
寄
贈

す
る
寄
付
受
納
式
が
行
わ
れ

た
。昭
和
34
年
か
ら
行
わ
れ
、

今
回
で
１
３
３
回
目
と
な
る
。

最
初
に
西
廼
直
行
代
表
取

締
役
社
長
が「
こ
れ
か
ら
寒
さ

が
や
っ
て
く
る
。バ
ナ
ナ
を
食

べ
て
健
康
に
年
の
瀬
を
乗
り

切
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

続
い
て
、西
廼
社
長

か
ら
施
設
側
代
表
の

坪
倉
真
樹
子
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
ア
ム
ー

ル
う
ず
ま
さ
施
設
長

に
バ
ナ
ナ
が
手
渡
さ

れ
た
。
坪
倉
施
設
長

は「
長
き
に
わ
た
る
ご

寄
贈
に
対
し
感
謝
申

し
上
げ
る
。ご
利
用
者
様
に

と
っ
て
食
事
は
大
き
な
楽
し

み
で
あ
り
、バ
ナ
ナ
は
栄
養

価
が
高
く
食
べ
や
す
い
食
品

で
喜
ば
れ
る
。こ
れ
か
ら
も

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い

し
た
い
」と
お
礼
を
述
べ
た
。

最
後
に
、平
田
尚
希
健
康
長

寿
の
ま
ち
・
京
都
推
進
室
介

護
ケ
ア
推
進
課
施
設
支
援
・

指
定
担
当
課
長
が
京
都
市
長

か
ら
の
感
謝
状
と
感
謝
の
言

葉
を
贈
っ
た
。

京
都
市
場
関
係
者
が
懇
親
を
深
め
る

京
都
市
場
関
係
者
が
懇
親
を
深
め
る

中
央
倶
楽
部
総
会・講
演
会・懇
親
会

中
央
倶
楽
部
総
会・講
演
会・懇
親
会

京
都
市
地
域
女
性
連
合
会
と
の
懇
談
会

京
都
市
地
域
女
性
連
合
会
と
の
懇
談
会

第第
7070

回回

場
内
親
善
野
球
大
会
開
催

場
内
親
善
野
球
大
会
開
催

福祉施設にバナナの寄贈

福祉施設にバナナの寄贈西廼直行株式会社朱常分店代表取締役社長から
坪倉真樹子アムールうずまさ施設長に

バナナが贈呈された

好天のもと熱戦が行われた

佐伯久子京都市地域女性連合会理事長の挨拶

榊 田隆之京都信用金庫理事長の講演


